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「入国管理局」を「入国在留管理庁」へ

政府が進める外国人労働者の受け入れ拡大に対応するため、法務
省は2019年4月から入国管理局を格上げし、「入国在留管理庁」
（仮称）を設ける方針を固めた。
入国審査官らを約320人増員し、5千人超えの組織にする方針で、
秋の臨時国会に関連法案を提出する。
また、増員費用を含め、外国人の受け入れ拡大に伴う事業費とし
て来年度予算の概算要求に約30億円を計上する。法務省関係者に
よると入国在留管理庁は長官をトップに次長や審議官２人を置く
ほか、「出入国管理部」「在留管理支援部」（いずれも仮称）を
設ける方向で検討している。入管業務だけでなく、外国人の受け
入れ環境の整備について関係省庁や自治体との調整も担う方針と
いう。
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2018年8月28日（火）付

政府は経済財政運営の指針「骨太方針」の素案に、外国人労働者
の受け入れ拡大に向けた新たな在留資格の創設を盛り込んだ。政
府が検討する受け入れ策によると、農業、建設、宿泊、介護、造
船の5分野を対象に、業界ごとに実施する技能と日本語の試験に
合格すれば最長5年の新たな在留資格を取得できる。外国人技能
実習制度（最長5年）の修了者は試験を免除。技能実習制度から
移行した場合は計10年間の滞在が可能となる。骨太方針では、新
制度を「移民政策とは異なる」と強調。「家族の帯同は基本的に
認めない」とも明記したが、新資格で在留中に高度人材と認めら
れれば専門的・技術的分野の資格へ移行でき、本人が希望する限
り日本で働き続けられ、家族帯同も可能となる。
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当グループの日本語学校である西日本国際教育学院は定員926名
で、年4回（4月生、7月生、10月生、1月生）募集しています。
面接、筆記試験、書類選考の後、合格者が決定します。
今回、来年4月生として500名近くの申請を予定しています。
当学院職員が今年の7月から9月にかけてベトナム、ネパール、
ミャンマー、スリランカへ赴き、学校説明会、面接を行なって
きました。将来に夢を膨らませる学生達を見ると彼らの将来の
為少しでもサポートできたらと思います。
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安定した就職内定率をキープ！！
2018年度も学園の総力を挙げて学生を支援中！

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

就職希望者 59名 62名 84名 149名

内定者 59名 59名 84名

就職内定率 100％ 95％ 100％ 目標100%!

株式会社ファインプロデュースと連携し、就職内定率100％を目指し
て就職希望の学生へ個別相談を実施。エントリー方法、履歴書の書
き方、面接指導、身だしなみ等を指導しています。また、学生に合
同企業説明会へ積極的に参加するよう呼びかけています。
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新たな在留資格の設立
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授業の様子や学校の雰囲気を体験できるオープンキャパス。3つの
体験授業から受けたい授業を選択することができます。ご家族やお友
達との参加も大歓迎です。ぜひお気軽にお越しください。

対象：高校生・既卒生

日程： 10/27(土) , 11/03 (土), 10 (土), 17 (土), 24 (土)

内容： 10：00 ドローン体験授業

3Dプリンター体験授業 ↓詳しくはこちら

Mac体験授業

11：00 学科説明会

12：00 終了予定

場所：国際貢献専門大学校 玉川キャンパス

住所：福岡市南区玉川町18-8

担当：広報企画課 前田

電話： 092-541-8460

宮田学園は日本語学校と専門学校を持つ一貫教育校として進
学率100％と就職100％を旗印に学生の教育指導を行なって
います。また、大学等への進学方法として指定校推薦もあり
ます。今年も西日本国際教育学院から貢献専門大学校へ進級
する学生が多く、2018年10月現在で定員390名に対し、265
名の内部進級者が選抜試験に合格しています。内部進級者は
他校受験する必要がない為、12月に実施される日本語能力試
験に向けた勉強に励んでいます。



9月23日（日）、西鉄大橋駅前西口広場にて異文化交流イベント「国際交流広場」が開
催されました。本学園からはマーケティング教育の一環として国際ワーキングスタディ
学科の学生を主体に、商品販売の企画から製造販売までを一通り行い、最終的には損益
計算書の作成と検証を勉強しました。
学生は、ベトナム春巻き・ネパールモモ・スリランカカレーの３チームに分かれて、そ
れぞれで損益シミュレーションを行い、販売価格と材料の仕入費用を決定しました。ま
た、販売では宣伝文句やPOPの企画作成を行い、売上向上を図ることの実学も勉強しま
した。
結果は、目標数の売上を達成することができなかったものの経費を抑えたことにより、
商品ごとに粗利率３０％の目標をクリアすることができました。
またお祭りでは、地域親睦の一環として、伝統民族舞踊やストリート系ダンスパフォー
マンスの“母国の踊り”を披露、展示ブースでは“母国語による直筆のネームプレート”を
プレゼントしました。
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熱 戦繰り広げられるクラス対抗リレーに歓声

9月21日（金）、毎年恒例のスポーツ大会が開催されました。スポーツ大会は以前より九電記念体育
館で開催してきましたが、今年慣れ親しんだ体育館が閉館をむかえるにあたり、ここでの開催は最
後となりました。
荒井常務理事の開会宣言で開幕し、宅配便リレー、玉入れ、借り物競走、綱引き、クラス対抗リレ
ーが繰り広げられました。
学園オリジナルTシャツを着用した学生は、赤・緑・黄・青のハチマキを巻いて勝敗を競い合い、中
でも綱引きでは力自慢の男たちが互いの力の限界に挑戦する勇ましい姿が印象的でした。
競技の花形であるクラス対抗リレーでは、多くの学生が声を上げ、国籍や性別を超えてバトンを繋
ぐ姿に大きな成長を感じました。
留学生約1400名と職員が創り上げた過去に例をみない大規模なスポーツ大会は、笑顔のうちに幕を
閉じ、学生の心身の健康を図るとともに、スポーツを通じて異国の学生間の交流を促進し、一体と
なって競技に取り組んだことで、宮田学園学生のより一層の団結を深めることとなりました。

高 木フェスタ(夏祭り)に参加

8月4日(土) 、高木地区での夏祭りに西日本国際教育学院の学生27名と教員が参加しました。
模擬店ではネパールのモモ(3個200円)とベトナムの揚げ春巻き(2個100円)を提供するため、学生
たちは事前の打合せ時も率先して調理手順や材料の入手先を提案し、普段とは違った頼もしい一
面を感じることができました。当日は高木寮の学生たちも駆けつけ、会場内を練り歩き積極的に
アピールを行いました。
学生たちの手作りの看板は目を引いたようで、参加者から話しかけられる姿が見られました。
中には美味しかったと調理法や使用したスパイスなどを尋ねられた学生もいて、丁寧に説明して
いました。完売時には残念がる声が出るほどの盛況ぶりでした。また歌やダンスにも参加し、き
らびやかな衣装に会場は大変盛り上がりました。
今回の高木フェスタへの参加目的は地域の方々との交流でした。学生が一生懸命日本語で説明す
る光景は、当人たちにとって大変有意義な時間になったと思います。生きた日本語に触れたこと
で、普段の授業もより一層意欲的に取り組んでくれるのではないでしょうか。



西 日 本 国 際 教 育 学 院

2018年7月期生の入国が7月23日（月）に終了しました。
ネパール、ベトナム、中国、スリランカ、ミャンマーから合計64名
の新入生が当学院の仲間入りをしました。福岡空港へ到着し、初め
ての日本に不安そうな表情の学生も多いですが、空港に迎えに来た
当学院職員を見つけると少し安心した表情を浮かべます。入国した
ら、まずは空港に設置してある、福岡の伝統的な祭り山笠の前で写
真撮影し、空港から寮までは学院バスで移動です。バスから見える
福岡の整備されたきれいな道路でスタイリッシュな日本車が走る光
景に、新入生の胸も高まります。
更に7月26日（木）には国際交流センターにて入学式が行われまし
た。入学式ではスリランカ、ミャンマー、中国の新入生が誓いの言
葉のスピーチを行い、これから始まる留学生活の抱負を元気よく、
ハキハキと話してくれました。これからも彼らが充実した留学生活
を送れるよう職員一同全力でサポートしていきます。

8月7日（火）に高木寮・シリウス寮の清
掃活動を行いました。清掃活動は寮で生
活するすべての学生と教員が参加する、
年に一度の大掃除です。
自分たちが生活する部屋はもちろん、特
にみんなが使う共用部分は大変汚れてい
ました。
しつこい汚れも、普段掃除しない部分も
全員で掃除を行ったことでとてもきれい
になりました。また全員が一所懸命に掃
除を行った結果、予定よりも早く掃除を
終わらせることができました。
８月の暑い中みんなで「寮をきれいにす
る」という共通の目的をもって掃除を行
ったので、結束力も高まったのではない
でしょうか。

毎日元気に挨拶してく
れる学生と楽しく勉強
しています。私は書道
をずっとやっており、
師範を取りました。書
道で学んだ日本語の美
しさや「心」を伝える
ことで学生が充実した

私は、周りの人たちの笑顔
を見たときに、幸せだと感
じます。今、日本の通信販
売の会社の海外事業部でベ
トナム語を日本語に訳す手
伝いをしていますが、ベト
ナムの人たちに日本の良い
製品、便利な製品を使って

私はベトナム出身で、
日本語を教えています。
国際貢献専門大学校の日
本語教師養成学科を卒業
後、母校に恩返しがした
く日々留学生と向き合っ
ています。また、学生に
近い立場から、勉強だけ
でなく学生の悩みや生活

2018年7月期生

の問題もサポートしていきたいと思っていま
す。留学生にとって日本のルールやマナーは
厳しく慣れずに失敗を繰り返す学生もいます
が、これを乗り越え、一人前の社会人として
世界へ羽ばたいてほしいです。

西日本教育学院 教務部
ホアン ティ ラ

留学生活を送れるようにサポートしてい
きたいです。また逆に、学生から教わる
ことも多く、一緒に成長していければと
思っています。

西日本教育学院 教務部
元田 真智子

もらい、その人たちの笑顔を見たいという強
い思いを持っています。将来は、この経験を
活かして、ベトナムと日本の架け橋になれれ
ばと思っています。

西日本教育学院 2年9組
タイ フーン ラン



国際貢献専門大学校

平成30年9月13日（木）、株式会社ファインプロデュース主催
の合同企業説明会が本年度卒業予定の学生を対象にICC国際交
流センター1階にて開催されました。通信業・設計業・食品加
工業・食品加工販売業・道路工事業・ビルメンテナンス業・運
送業の計7社の企業様のご参加を頂き、81名の学生が参加しま
した。企業の各担当者様からは学生の聞く姿勢や質問の多さに
高い評価を頂きました。学生からは「興味がある企業があった
のでよかった」、「もっと違う業種の企業の話も聞きたい」等
の意見がありました。
説明会当日には通信業の企業様で6名の1次面接が終了し2名が
2次面接に進むことになり、他企業様へ4名の面接希望者のエン
トリーを行いました。大変有意義な合同企業説明会となりまし
た。
今後も株式会社ファインプロデュースと連携し合同企業説明会
の開催することでより多くの内定者が決定できるように取り組
んで参ります。

『ハイサーイ！』9月17日（月）～20日（木）にかけて沖縄県の日本
語学校へ行ってきました。沖縄県には12校の日本語学校があり、那覇
市に留まらず宜野湾市やうるま市にも点在しています。
沖縄県の留学生はネパールが1番多く8割程で、次いでインドネシア、
ベトナムといった構成です。進学先として沖縄県内は3割程度で、7割
程が県外への進学を希望しています。県外の進学先として東京、名古
屋が多く大阪はベトナム、中国の学生が多い為ネパール人の進学希望
が少ない状況です。福岡は家族や親せきが居る学生が毎年数名程度進
学しています。

今回は沖縄県からの学生獲得のため、学校説明会を5校で実施させて
頂き、88名の留学生に参加して頂きました。本校は就職希望者全員内
定、1人1台PC進呈などの特典があります。専門知識や日本語と共に
日本文化・習慣や挨拶などのマナーも習得できる本校で1人でも多く
沖縄県出身者が一緒に勉強できるよう今後も頑張っていきます。

沖縄での募集活動

現在、ＩＴビジネス学科１
Ａと１Ｎの担任をしていま
す。授業はＩＴ関係の授業
中心でコンピュータ概論や
ＰＣを使った基礎的なプロ
グラミング等の授業を担当
しています。授業に行くク
ラスでは幸いなことに学生
の反応も良く、楽しい授業

現在1年生の担任をしてい
ます。特にクラスの学生た
ちは我が子のように可愛い
ので、時に厳しく、時に優
しく接しています。授業で
も学生たちと信頼関係を築
くために、やさしい日本語
で話すことを心がけ、元気
と明るさが取り柄です。

私はネパールの学校
を卒業し、日本に来
ました。国際貢献専
門学校では、ＩＴビ
ジネス学科で勉強し
ています。今は１年
生で、情報処理技能
検定試験4級の合格

国際貢献専門大学校 教務課
石川 俊哉

国際貢献専門大学校 教務課
西田 華子

国際貢献専門大学校 ＩＴビジネス学科1S

シュレスタ アムリット

が出来ています。休みの日は娘と買い物に
出掛けたり家族全員でオンラインゲームを
しています。

頑張る学生は精一杯サポートしています。
国際貢献専門大学校にきてから、自らも学
生たちと共に学びながら、刺激的な日々を
送っています。趣味は音楽を聴くこと、歌
うこと、体を動かすことです。

と、日本語能力試験でＮ２に合格する
ために頑張っています。卒業後はＩＴ
関係の企業に就職したいです。

合同企業説明会


